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論文内容の要旨
【目的】
従来，心筋血流はタリウム (Tl-201)心筋 SPECT により，また心機能は Tc-99m を用いた心プールシンチグラフィー
にて評価されてきた。最近， Tc-99m 心筋血流製剤の導入により心電図同期心筋 SPECT が可能となり，心筋血流と
心機能の同時評価が可能になっている。しかし，これまでの評価法は短軸断面を基準にしているため，心尖部及び心
基部が必ずしも精度高く評価できない欠点を有する o 本研究では， Tc-99m 標識 sestamibi (MIBI)を用いた心電図
同期心筋 SPECT に，心尖部及び心基部の評価に優れた放射状左室長軸断層法を適用し，心機能評価における有用性
を検討した。
【方法】
心電図同期心筋 SPECT は，安静時に Tc-99mMIBI (740MBq) 静注後， 1 時間より 3 検出器型ガンマカメラにて，
心電図R波をトリガーとし， 1 方向90秒， 6 度ごと 20方向，計360度データ収集にて施行した。 RR 間隔は 10分割と
した。通常の SPECT による多断面短軸断層像を再構成した後，左室長軸を中心にした任意の長軸断層像を再構成し
た。各長軸断層像を 3 等分し，心基部2/3は長軸の垂直線，心尖部1/3は半円放射状線の上で最大カウントを示すポ
イントを決定し， これらのポイントを結び心内腔輪郭曲線とした。左室機能を評価するため以下に述べる方法にて拡
張末期 (ED)，収縮末期 (ES) の容積および左室駆出率 (EF) を求めた。長軸断層像より，左室造影法 (LVG) に
おける RA0300 およびそれに直交する LA0600像に相当する 2 断面を選択し，内腔輪郭曲線を求めた。心尖部と心基
部の中間に短軸断面を選び，その面と LAO 像内腔輪郭曲線の交点問の距離， RAO 像におけるその距離，心基部と
心尖部の距離の 3 つの値を ED， ES 像にて算出し，心臓を回転楕円体と仮定して ED， ES の各容積 (EDV ， ESV) 
を求め， [(EDV-ESV) / EDVJ x 100を EF (%)とした。心臓カテーテル検査を施行した虚血性心疾患患者11例
(平均年齢52才，男性10例，女性 1 例，陳旧性心筋梗塞 6 例，労作性狭心症 5 例)を対象に，同一検者内(Intra­
observer variability) 及び検者間(Inter-o bserver v aria bili t y )での推定精度を検討した。さらに，本法で得られた
EF と LVG より求めた EF (LVG-EF) と比較検討した。
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【成績】
左室長軸心筋 SPECT 法の開発により従来より基準とされている LVG と同方向からの心機能評価が行えた。本法
における EF 値の Intra-observer variability は r =0.96 , (P<O.OOl)と再現性よく評価された。また， Interｭ
observer variability は r =0.71, (P<0.005) と良好であったが，検者間の距離計測点の設定の違いによる変化と考
えられた。本法により求めた EF と LVG-EF の聞には， EF =0.67 事 (LVG-EF)-0.40， (r = 0.89) の良好な相関が認
められた。本法では， LVG-EF に比較して過小評価する傾向が認められた。本法による EF が LVG-EF に比し低値
をとった原因として，第 l に，心電図同期時の RR 間隔が10分割のため ES の容量を過大評価した可能性が考えられ
る O しかし， RR 間隔の分割数の増加は検査所要時間の延長をもたらし実用的でないと考えられた。第 2 に，最大カ
ウント法から内腔輪郭を抽出したため， ES 像で壁厚が増加した時，真の内腔輪郭曲線より外側に輪郭が設定され算
出容量が過大評価される可能性が考えられる D この効果を， シミュレーションにて評価したところ，本法では EF が
約25%低く算出されることが明らかとなり，臨床データから算出した実際の結果と合致した。
【総括】
左室長軸断層法を用いた Tc・99mMIBI 心電図同期心筋 SPECT は，非侵襲的に従来の LVG と同方向から心筋血流
と心機能の同時評価が可能で臨床的に有用であった。
論文審査の結果の要旨
本研究では， Tc-99m 標識心筋血流製剤を用いた心電図同期心筋 SPECT に，心尖部，心基部の評価の精度を向上
させるために開発した放射状長軸断層像を適用，左室駆出率を求める手法を開発し，虚血'性心疾患において評価した
ものである。本法により，左室駆出率は，再現性よく求められ，かっ左室造影法により求めたそれと良好な相関を示
すことが明らかにされた。また，本研究では，モデルを用いた検討により本法による左室駆出率測定の限界について
も明らかにした。以上の結果より，本法の使用により非観血的に心筋の血流状態と同時に心機能の評価が可能であり，
検査時間の短縮や医療経済効果の向上が期待できるとの結論を得ている。以上より，本研究は，虚血性心疾患のゐ態
評価について臨床上極めて有用と考えられ，学位の授与に値するものと考えられる。
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